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GX エネルギー管理と最適化 目的

➢ GXとはグリーントランスフォーメーションの略。簡単に言うと、化石燃
料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギーを活用していくための
変革やその実現に向けた活動のことです。

➢現在、人間が生きるため、豊かな生活を送るためのさまざまな活動の
エネルギー源は、石油や石炭などの化石燃料が中心です。化石燃料
は、消費するときに二酸化炭素をたくさん排出しますが、地球温暖化
の最大の原因となっているのが、この二酸化炭素をはじめとする温
室効果ガスです。

➢化石燃料に頼らず、太陽光や水素など自然環境に負荷の少ないエネ
ルギーの活用を進めることで二酸化炭素の排出量を減らそう、また、
そうした活動を経済成長の機会にするために世の中全体を変革して
いこうという取り組みのことを「GX」と言っています。

2

経済産業省 https://mirasapo-plus.go.jp/hint/15869/ 引用

https://mirasapo-plus.go.jp/hint/15869/


DX IIoT CCPS アーキテクチャー
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MES/MOMの説明
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製造実行システム
MES

業務・計画システム 
ERP/SCM/PLM

制御システム
SCADA/HMI/DCS

何を作るか

どのように作るか 何が作られたか

どのように作られたか

生産計画、生産スケジュール
生産指図、製造方法
製造仕様、部品表、図面など

製造指示、製造仕様
レシピ、パラメータ
加工方法、ロット詳細情報
など

加工データ、測定データ
製造状態、不良情報
作業開始・終了報告

製造実績、製品の進捗
仕掛・在庫情報、歩留まり
設備稼働状況、作業時間

本社

工場

ショップフロア
（製造現場）

月、週、日
焦点は顧客、原価

日、時、分
焦点は製品

分、秒、msec
焦点はプロセス

SCADA : Supervisory Control And Data Acquisition
監視、プロセス制御

現場への指示

上位への実績報告
①設計プロセス改革
生産現場とIT連携
・出図と生産の最適同期
・冶工具の改革と共通化
・新規図面の削減

②生産実行管理の強化
生産プロセスの情報化
・人異存から情報化し全体最適
資源管理の情報化
・素材の在庫、コスト削減
・保守管理の強化

③サプライチェンの強化
委託先との情報連携
・製造監視

④企業全体での情報連携
企画・開発・設計・製造・
保守全て
情報の共有化と連携

モジュラー開発
モデルベース開発

ジェネレーティブデザイン



KPI ISO 22400の背景 目的の可視化
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➢  MES（Manufacturing Execution System）領
域でのKPI（Key Performance Indicators）であ

る品質性、安全性、設備稼働率などを数値化し
て管理するにあたり、工場・事業所・企業ごとと
いった異なるメジャーでは、経営戦略管理上比
較ができないと適切な経営判断ができず、設備
／装置・ロボットから出すデータ基準が装置メ
ーカーごとに違 っていては改善効果の評価も
できない

➢  そこで、KPI別に装置のデータ採りの基準を
国際標準化したものがISO 22400

➢  ISO 22400は、ISA95（IEC 62264）で定義さ
れているLvel3（ MOM）の領域に関するKPIを
取り扱っている
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関係する標準規格
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例）Example KPI information relation model



Efficiency indicators

負荷度
◼受注した作業全体の実行時間のうち、待ち時間と搬送時間を除いた
稼働時間全体の割合を表す。

◼作業全体のうち、実際の製造に費やされている時間

Allocation ratio =ΣAUBT/AOET

負荷度 =Σ実稼動時間/実受注実行時間



Quality indicators

段取率
◼実処理時間のうち、段取りに費やした時間の割合を表す指標。

Setup ratio =AUST/AUPT

段取率 =実段取り時間/実処理時間



DXの導入ステップ
◆ STEP1 アナログだったものをデジタルにする

PPT（Products・Process・Resource）を情報化する。機械、材料、冶工具、作業
者とその工程情報と実行開始時刻。工程間の仕掛かり品の位置情報、保管
場所、工程間搬送の情報（ResourceとProcessとSchedule）

◆ STEP2 生産効率・業務効率を向上し、デジタルデータを蓄積する

デジタル情報を正規化することで様々な無駄やムラが見えてくる。正規化に
あたりPPRなどの正規化とKPIによる分析が重要。この情報はOT、工場オペレ
ーションにあり情報化にあたり人材が不足している。

◆ STEP3 デジタル・トランスフォーメーション（ビジネス・組織を変える）

MES/MOMを利用することで受注管理、品質管理、出荷管理など人依存の
作業からコンピュータ処理などが高速化、高精度化、誤り防止など多技にわた
り改善される

⇒企業間のサプライチェーンや生産に使用したエネルギー情報を伝える事が
できる
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ありがとうございました

IAF ( Industrial Automation Forum )
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